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主
な
議
案
等
の
一
部
を
紹

介
し
ま
す
。

◇
子
育
て
世
帯
へ
の
生
活
支
援

・
民
間
認
定
こ
ど
も
園
・
幼

稚
園
等
給
付
費
支
給
事
業

（
１
６
６
万
７
千
円
）

　
公
立
保
育
所
や
民
間
保
育
所
、

民
間
認
定
こ
ど
も
園
等
の
６
月

分
保
育
料
の
無
償
化
の
う
ち
、

民
間
認
定
こ
ど
も
園
等
の
無

償
化
に
係
る
経
費
で
す
。

・
教
育
・
保
育
に
係
る
教
材
費

等
補
助
事
業
（
６
６
０
万
円
）

　

公
立
保
育
所
や
民
間
保
育
所
、

公
立
幼
稚
園
、民
間
幼
稚
園
、民

間
認
定
こ
ど
も
園
等
、公
立
小
中

学
校
の
６
月
分
給
食
費
の
無
償

化
等
の
う
ち
、民
間
保
育
所
、民

間
幼
稚
園
、民
間
認
定
こ
ど
も
園

等
へ
の
助
成
に
係
る
経
費
で
す
。

・
民
間
放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業（

１
７
５
３
万
６
千
円
）

　

鴻
茎
放
課
後
児
童
健
全
育

成
室
の
鴻
茎
小
学
校
へ
の
複

合
化
に
伴
う
、
鴻
茎
小
学
校

へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
や
ト
イ

レ
改
修
工
事
等
の
ほ
か
、
放

課
後
児
童
健
全
育
成
室
の
運

営
に
必
要
な
備
品
等
を
購
入

す
る
た
め
の
経
費
で
す
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
医
療
機
関
支
援
事
業

（
２
８
８
万
円
）

　

議
会
運
営
事
業
の
減
額
分

を
活
用
し
、
市
内
医
療
機
関

へ
の
支
援
と
し
て
、
感
染
予

防
の
た
め
通
常
の
診
療
に
加

え
、
休
日
・
夜
間
の
救
急
に

対
応
し
て
い
る
医
療
機
関
に

は
、１
日
当
た
り
２
万
円
を
、

休
日
の
小
児
科
診
療
及
び
歯

科
診
療
に
対
応
し
て
い
る
医

療
機
関
に
は
、
１
日
当
た
り

１
万
円
を
支
援
す
る
た
め
の

経
費
で
す
。

・
学
校
教
育
管
理
事
業

（
１
６
３
７
万
円
）

　

感
染
予
防
と
教
員
の
負
担

軽
減
の
た
め
、国
及
び
県
の
補

助
金
を
活
用
し
、小
中
学
校
に

お
け
る
清
掃
や
消
毒
な
ど
の

業
務
を
行
う
ス
ク
ー
ル
・
サ

ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
を
新
た
に

配
置
す
る
た
め
の
経
費
で
す
。

・
小
学
校
健
康
推
進
事
業

（
４
２
４
９
万
６
千
円
）

・
中
学
校
健
康
推
進
事
業

（
１
９
５
２
万
１
千
円
）

　

感
染
予
防
と
暑
さ
対
策
の

た
め
、
国
の
補
助
金
を
活
用

し
、全
て
の
小
中
学
校
に
、非

接
触
型
体
温
計
や
体
育
館
用

の
大
型
送
風
機
な
ど
を
備
え

る
と
と
も
に
、
全
て
の
児
童

生
徒
に
、ネ
ッ
ク

ク
ー
ラ
ー
を
配

布
す
る
た
め
の

経
費
で
す
。

・
産
後
サ
ポ
ー
ト・ケ
ア
事
業

（
37
万
７
千
円
）

　

感
染
予
防
の
た
め
、
産
後
サ

ポ
ー
ト
・
ケ
ア
事
業
を
行
う
施

設
等
に
非
接
触
型
体
温
計
や

空
気
清
浄
機
な
ど
を
提
供
す

る
と
と
も
に
、
当
該
施
設
を
利

用
す
る
方
及
び
当
該
施
設
の

業
務
に
従
事
す
る
職
員
に
マ

ス
ク
を
配
布
す
る
た
め
の
経

費
で
す
。

・
特
別
支
援
教
育
推
進
事
業

（
１
０
０
０
万
１
千
円
）

　

加
須
平
成
中
学
校
に
市
内

中
学
校
で
初
め
て
の
発
達
障

害
・
情
緒
障
害
通
級
指
導
教

室
を
、
大
利
根
東
小
学
校
に

難
聴
・
言
語
障
害
通
級
指
導

教
室
を
新
た
に
開
設
す
る
た

め
、
屋
内
配
線
工
事
等
の
ほ

か
、
各
通
級
教
室
の
運
営
に

必
要
な
備
品
を
購
入
す
る
た

め
の
経
費
で
す
。

令
和
２
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

令
和
２
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）

第２回
定例会の
あらまし

　令和２年第２回定例会は、６月15日から６月30日までの16日間の会期で
開催しました。
　今期定例会におきましては、令和２年度一般会計補正予算をはじめとした
市長提出議案11件、議員提出議案１件を審査し、10件を原案可決、２件の
人事議案に同意しました。
　なお、審議結果につきましては、６ページをご覧ください。

一
般
会
計
補
正
予
算
等 

可
決
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【
加
須
市
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
に
つ
い
て
】

　

秋あ
き

山や
ま　

哲て
つ

也や

氏　
（
新
任
）

　
　
　
　
　
（
花
崎
一
丁
目
）

【
加
須
市
公
平
委
員
会
委
員
の

選
任
に
つ
い
て
】

　

石い
し

井い　

恵え

理り

子こ

氏（
新
任
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
麦
倉
）

◇
小
中
学
校
情
報
通
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
環
境
施
設
整
備
工
事

・
請
負
金
額　
３
億
５
９
１
万
円

・
請
負
業
者　

㈱
関
電
工
埼
玉

支
店
（
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
）

工
事
請
負
契
約
の
締
結

人　
事　
案　
件

【
議
会
運
営
委
員
会
補
欠
委
員
の

選
任
】

委　
員　
小
坂　

裕
議
員

委　
員　
小
勝
裕
真
議
員

【
産
業
建
設
常
任
委
員
会
委
員

長
及
び
副
委
員
長
の
互
選
】

委
員
長　
中
條
恵
子
議
員

副
委
員
長　

金
子
正
則
議
員

【
埼
玉
県
都
市
競
艇
組
合
議
会

議
員
補
欠
選
挙
当
選
者
】

　

柿
沼　

秀
雄
議
員

【
広
域
利
根
斎
場
組
合
議
会

議
員
補
欠
選
挙
当
選
者
】

　

柿
沼　

秀
雄
議
員

議
員
の
選
挙
等

【
全
国
・
埼
玉
県
市
議
会

議
長
会
表
彰
・
加
須
市

自
治
功
労
表
彰
】

及川 和子議員

【
加
須
市
自
治
功
労
表
彰
】栗原 肇議員

【
全
国
・
埼
玉
県
市
議
会

議
長
会
表
彰
・
加
須
市

自
治
功
労
表
彰
】

鎌田 勝義議員

【
全
国
・
埼
玉
県
市
議
会

議
長
会
表
彰
・
加
須
市

自
治
功
労
表
彰
】

竹内 政雄議員

【
全
国
・
埼
玉
県
市
議
会

議
長
会
表
彰
】

小坂 徳蔵議員

田中 良夫副議長 柿沼 秀雄議長

【
加
須
市
自
治
功
労
表
彰
】松本 英子議員

【
全
国
・
埼
玉
県
市
議
会

議
長
会
表
彰
】

佐伯 由恵議員

【
全
国
・
埼
玉
県
市
議
会

議
長
会
表
彰
】

小坂 裕議員

【
全
国
・
埼
玉
県
市
議
会

議
長
会
表
彰
・
加
須
市

自
治
功
労
表
彰
】

新井 好一議員

【
全
国
・
埼
玉
県
市
議
会

議
長
会
表
彰
・
加
須
市

自
治
功
労
表
彰
】

松本 正行議員

永年勤続議員表彰
　

全
国
市
議
会
議
長
会
、
埼
玉
県

市
議
会
議
長
会
並
び
に
加
須
市
長

か
ら
、
永
年
に
わ
た
り
地
方
自
治

の
発
展
と
市
政
の
振
興
に
貢
献
し

た
功
績
に
よ
り
、
10
名
の
議
員
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
第
２
回
定
例
会
の
初
日

（
６
月
15
日
）、議
長
、副
議
長
が
一
身

上
の
都
合
に
よ
り
辞
職
し
た
こ
と
に

伴
い
、
選
挙
の
結
果
、
議
長
に
柿
沼

秀
雄
議
員
が
、
副
議
長
に
田
中
良
夫

議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

新
た
に
柿
沼 

秀
雄
議
長
、

田
中 

良
夫
副
議
長
を
選
出
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・
旧
川
浚し

ゅ
ん

渫せ
つ

推
進
事
業

議
員　
ど
の
程
度
の
広
さ
や

深
さ
を
想
定
し
て
い
る
の
か

お
伺
い
し
ま
す
。

北
川
辺
総
合
支
所
長　
旧
川

の
面
積
約
10
万
㎡
の
う
ち
、

半
分
に
当
た
る
５
割
程
度
が

長
い
年
月
を
か
け
て
堆
積
し

た
土
砂
に
よ
り
、渇
水
期
に
は

川
床
が
見
え
る
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。
よ
っ
て
、
浚
渫

面
積
を
全
体
の
半
分
の
５
万

㎡
と
見
込
み
、
渇
水
期
に
水

面
か
ら
出
て
い
る
部
分
を
含

め
約
50
㎝
の
土
砂
を
浚
渫
す

る
こ
と
と
し
、２
万
５
千
㎥
の

浚
渫
土
量
を
撤
去
し
ま
す
。

　

本
工
事
は
、
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
以
後
、
水
害
対
策
と
し
て
は
、
最

大
規
模
の
浚
渫
工
事
と
な
り
ま
す
。

事
業
区
間　
旧
川
（
中
堀
排
水
路
流
入
口
か
ら
渡
良
瀬
川
排
水
樋
管

ま
で
）
約
１
・25
㎞

年
次
計
画　
令
和
２
年
度　

調
査
、
測
量
、
設
計

　
　
　
　
　

令
和
３
年
度
～
６
年
度　

浚
渫
工
事

総
事
業
費　
５
億
１
５
０
０
万
円

※
こ
の
事
業
の
財
源
は
、
国
が
創
設
し
た
緊
急
浚
渫
推
進
事
業
を
活
用
（
地
方

財
政
措
置　

充
当
率
１
０
０
％
、
元
利
償
還
金
に
対
す
る
交
付
税
措
置
率
70
％
）

　

な
お
、
今
年
度
予
定
し
て

い
る
調
査
、
測
量
、
設
計
の

業
務
委
託
に
よ
り
、
浚
渫
箇

所
、
面
積
や
堆
積
状
況
を
確

認
し
た
上
で
、
工
法
の
検
討

と
併
せ
て
実
施
設
計
を
行
い
、

具
体
的
に
示
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

・
民
生
委
員・児
童
委
員
活
動

推
進
事
業

議
員　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
感
染
防
止
に
配
慮

し
た
活
動
費
用
の
助
成
に
つ

い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

福
祉
部
長　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の
た
め
、

見
守
り
訪
問
時
の
マ
ス
ク
の

着
用
や
消
毒
の
徹
底
、
電
話

連
絡
に
よ
る
安
否
確
認
や
相

談
な
ど
費
用
負
担
が
増
大
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、４
月
１
日

現
在
委
嘱
さ
れ
て
い
る
委
員

の
皆
様
に
、一
人
当
た
り
１
万

円
を
特
別
交
付
金
と
し
て
支

給
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
民
間
認
定
こ
ど
も
園・幼
稚

園
等
給
付
費
支
給
事
業

・
教
育・保
育
に
係
る
教
材
費

等
補
助
事
業

議
員　
保
育
料
及
び
給
食
費

の
無
償
化
措
置
を
、
６
月
分

に
限
定
し
た
理
由
に
つ
い
て

お
伺
い
し
ま
す
。

こ
ど
も
局
長　
家
庭
で
の
保

可決された
主な議案と
質　　　疑

令
和
２
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
３
号
）　

育
の
協
力
に
よ
り
、
家
庭
の

収
入
が
減
少
し
た
り
、
幼
稚

園
、
小
・
中
学
校
に
通
う
兄

弟
が
い
る
家
庭
に
お
い
て

は
、
子
ど
も
が
家
庭
で
過
ご

す
期
間
が
増
え
た
こ
と
、
外

出
自
粛
に
よ
り
昼
食
費
や
光

熱
費
等
の
生
活
費
が
増
加
す

る
な
ど
、
家
庭
で
の
負
担
が

大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
一
日
も
早
く
安
定
し
た

生
活
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
、

市
独
自
の
経
済
支
援
策
と
し

て
実
施
す
る
も
の
で
す
。
５

月
25
日
に
緊
急
事
態
宣
言
が

全
面
解
除
さ
れ
、
６
月
12
日

現
在
、
幼
稚
園
96
・３
％
、

保
育
所
94
・２
％
の
利
用
率

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

７
月
以
降
の
収
入
の
減
少
は

現
在
の
状
況
よ
り
は
徐
々
に

改
善
さ
れ
る

も
の
と
考
え
、

６
月
分
の
保

育
料
と
給
食

費
を
無
償
化

す
る
こ
と
と

い
た
し
ま
し

た
。

※新型コロナウイルス感染症に対する対応として、質疑は各会派の代表者が行うものとし、発言時間については１会派当たり30分までとしました。

◇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
関
連
◇　
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・
避
難
所
整
備
事
業

議
員　
災
害
時
に
お
け
る
避

難
場
所
へ
追
加
す
る
備
品
の

数
量
、
配
置
場
所
に
つ
い
て

お
伺
い
し
ま
す
。

こ
ど
も
局
長　
水
害
時
避
難

場
所
と
し
て
、
市
内
外
合
わ

せ
て
53
箇
所
及
び
水
害
時
緊

急
避
難
場
所
７
箇
所
の
計
60

箇
所
及
び
震
災
時
の
み
利
用

す
る
避
難
場
所
８
箇
所
の
合

計
68
箇
所
に
、
感
染
防
止
に

必
要
な
資
材
や
消
耗
品
等
の

備
蓄
と
し
て
、
従
来
か
ら
備

蓄
し
て
い
る
マ
ス
ク
、消
毒
液
、

フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
、
ビ
ニ
ー

ル
か
っ
ぱ
、
簡
易
ト
イ
レ
な
ど

の
ほ
か
に
、
新
た
に
感
染
防
止

に
必
要
な
消
耗
品
等
と
し
て

想
定
避
難
者
人
数
分
の
マ
ス

ク
６
万
４
５
０
０
枚
の
ほ
か
、

フ
ロ
ア
ご
と
に
必
要
な
消
毒
液

38
本
を
通
常
分
の
備
蓄
に
加

え
て
備
蓄
す
る
と
と
も
に
、
非

接
触
型
体
温
計
68
個
、
ハ
ン
ド

ソ
ー
プ
５
１
２
個
、
薄
手
袋

３
４
０
０
枚
、ダ
ス
タ
ー
１
万

２
８
０
０
枚
、
ビ
ニ
ー
ル
ロ
ー

ル
30
巻
を
備
蓄
す
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

及
び
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
に
つ

き
ま
し
て
は
、
市
内
の
災
害
協

定
先
事
業
所
へ
必
要
時
に
必

要
枚
数
等
を
用
意
で
き
る
よ

う
に
、平
時
か
ら
連
絡
を
と
る

な
ど
し
て
備
え
て
お
り
ま
す
。

議
員　
歳
入
と
し
て
補
助
金

や
交
付
金
を
活
用
し
て
の
事

業
展
開
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

更
な
る
感
染
予
防
の
た
め
、

第
２
次
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
の
活
用
に
対
す
る
考

え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

市
長　
国
か
ら
第
２
次
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
と

し
て
、
交
付
限
度
額
８
億

７
９
５
０
万
３
千
円
が
示
さ

れ
ま
し
た
。
使
い
道
に
つ
き

ま
し
て
は
一
定
の
条
件
が
あ

り
ま
す
の
で
、「
感
染
予
防
」、

「
生
活
支
援
」、「
事
業
者
支

援
」
の
３
つ
の
基
本
方
針
に

沿
っ
て
、こ
れ
ま
で
の
事
業
の

拡
充
も
含
め
、
新
し
い
生
活

様
式
の
考
え
方
を
踏
ま
え
た

上
で
、
有
効
に
活
用
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

議
員　
本
市
の
落
札
率
は
一

般
競
争
入
札
及
び
指
名
競
争

入
札
と
も
90
％
を
超
え
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
が
、
小
中

学
校
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
環
境
施
設
整
備
工
事
で
は

74
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
調

査
基
準
価
格
を
下
回
る
こ
と

に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

総
合
政
策
部
長　
調
査
基
準

価
格
を
下
回
る
ケ
ー
ス
は
、

過
去
５
年
間
で
対
象
件
数

５
３
６
件
中
20
件
で
３
・７
％

ご
ざ
い
ま
す
。調
査
の
結
果
、

全
て
最
低
価
格
入
札
者
が
適

格
と
認
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
な
お
、
本
年
度
の
入
札

に
お
い
て
は
、
対
象
件
数
11

件
中
２
件
あ
り
、
い
ず
れ
も

適
格
と
認
め
た
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

令
和
２
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
４
号
）　

工
事
請
負
契
約
の

締
結
に
つ
い
て　

総
務
常
任
委
員
会

　
　
　
　
１
議
案　
可
決

委員長
　新井好一
副委員長
　小坂　裕
委員
　山下雄希
　池田裕美子
　及川和子
　大内清心
　中島正和
　小勝裕真
　竹内政雄
　川島一省

《
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）》

・
民
間
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業

問　
鴻
茎
小
学
校
複
合
化
に

伴
う
放
課
後
健
全
育
成
室
の

設
置
箇
所
は
。

答　
校
舎
東
側
の
２
教
室
で

す
。

・
旧
川
浚
渫
推
進
事
業

問　
浚
渫
の
範
囲
や
箇
所
等

の
予
定
は
。

答　
調
査
、
測
量
、
設
計
の

業
務
委
託
の
中
で
具
体
的
に

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

・
橋
り
ょ
う
維
持
改
良
事
業

問　
点
検
対
象
と
す
る
橋
り
ょ

う
の
数
は
。

答　
１
０
９
５
橋
が
対
象
で
す
。

・
避
難
所
整
備
事
業

問　

避
難
所
に
整
備
す
る

パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
高
さ
は
。

答　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
配
慮
し
、１
・５
ｍ

程
度
の
高
さ
を
想
定
し
て
い

ま
す
。

・
小
学
校
施
設
整
備
事
業

問　
田
ケ
谷
小
学
校
校
舎
大

規
模
改
修
工
事
に
伴
う
夏
期

授
業
実
地
に
向
け
た
田
ケ
谷

総
合
セ
ン
タ
ー
の
改
修
工
事

の
内
容
は
。

答　
児
童
の
机
と
い
す
の
運

搬
、
調
理
台
の
撤
去
・
再
設

置
、
和
室
の
養
生
、
照
明
器

具
の
増
設
・
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
等
で

す
。

常
任
委
員
会
の
審
議
内
容

　

総
務
常
任
委
員
会
は
、
６
月
25
日
、
付
託
さ
れ
た
一
般
会

計
補
正
予
算（
第
３
号
）に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
主
な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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議案番号 議案名等

市
長
提
出
議
案

66 加須市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例
67 加須市税条例の一部を改正する条例
68 加須市国民健康保険税条例の一部を改正する条例
69 加須市手数料条例の一部を改正する条例
70 埼玉県市町村総合事務組合の規約変更について
71 工事請負契約の締結について（小中学校情報通信ネットワーク環境施設整備工事）
72 市道路線の廃止について（道路利用状況に伴うもの）※市道5577号線

令和２年第２回定例会　議案の審議結果
●全議員が賛成した議案

※議長は表決に加わらないため「／」と表示しています。　※審議結果の会派名は、一部略称で掲載しています。

○…賛成、●…反対、欠…欠席　※会派別議席番号順●賛否が分かれた議案（欠席を含む）

　

採
決
に
先
立
ち
、
議
案
に

対
す
る
討
論
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
討
論
の
一
部
を
掲
載
い

た
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
関
連
の
補
正
予
算
、

ま
た
、
通
常
の
補
正
予
算
、

い
ず
れ
も
適
切
な
事
業
で
あ

り
、
一
日
も
早
い
執
行
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で

の
複
合
災
害
対
策
や
中
小
企

加
須
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

可
決

　

加
須
市
議
会
議
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
常
任
委
員

会
及
び
議
会
運
営
委
員
会
の
委
員
定
数
を
改
め
る
も
の
で
す
。

※
次
回
、
改
選
後
か
ら
適
用

業
へ
の
支
援
等
状
況
を
見
極

め
、
次
な
る
対
策
を
求
め
、

本
案
に
賛
成
す
る
も
の
で
す
。

　

災
害
時
の
図
上
訓
練
実
施

の
際
、
定
足
数
を
割
る
と
い

う
事
態
が
起
こ
り
ま
し
た
。

委
員
会
定
数
を
削
減
す
る
な

ら
ば
、
こ
う
し
た
事
態
が
現

実
に
し
か
も
頻
繁
に
起
こ
る

可
能
性
が
あ
り
、
市
議
会
は

市
民
に
責
任
を
負
え
な
い
こ

と
か
ら
、
本
案
に
反
対
す
る

も
の
で
す
。

議
案
に
対
す
る
討
論

令
和
２
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
３
号
）　

賛
成
討
論

加
須
市
議
会
委
員
会
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例　
　

反
対
討
論

所
管
事
項

改
正
前
改
正
後

議
会
運
営

委
員
会

議
会
の
円
滑
か
つ
適
正
な
運
営
に
必
要
な
事
項
等
の
協

議
や
議
長
の
諮
問
に
関
す
る
事
項
等
に
つ
い
て
審
査

10
人

以
内

８
人

以
内

総
務

常
任
委
員
会
総
合
政
策
部
、
総
務
部
等
並
び
に
他
の
委
員
会
の
所
管

に
属
さ
な
い
事
項
に
つ
い
て
審
査

10
人

９
人

民
生
教
育

常
任
委
員
会
こ
ど
も
局
、
福
祉
部
、
健
康
医
療
部
及
び
教
育
委
員
会

の
所
管
に
関
す
る
事
項
等
に
つ
い
て
審
査

９
人

８
人

産
業
建
設

常
任
委
員
会
環
境
安
全
部
、
経
済
部
、
建
設
部
、
上
下
水
道
部
及
び

農
業
委
員
会
の
所
管
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
審
査

９
人

８
人

議
案
番
号

議案名
審
議
結
果

創政会  新政会  令和会 公明党 日本
共産党

改革
フォーラム

小
林　

利
一

竹
内　

政
雄

新
井　

好
一

小
坂　
　

裕

松
本　

正
行

田
中　

良
夫

𠮷
田　

健
一

山
下　

雄
希

金
子　

正
則

齋
藤　

理
史

小
勝　

裕
真

柿
沼　

秀
雄

栗
原　
　

肇

中
島　

正
和

原
田　
　

悟

関
口　

孝
夫

川
島　

一
省

中
條　

恵
子

大
内　

清
心

森
本　

寿
子

池
田　

年
美

佐
伯　

由
恵

及
川　

和
子

松
本　

英
子

小
坂　

徳
蔵

池
田　

裕
美
子

野
中　

芳
子

鎌
田　

勝
義

市
長
提
出
議
案

65 令和２年度加須市一般会
計補正予算（第３号）

可
決○○○○○○○○○○○ / ○○○○欠○○○○○○○○○○○

7３ 令和２年度加須市一般会
計補正予算（第４号）

可
決○○○○○○○○○○○ / ○○○○欠○○○○○○○○●○○

74 加須市教育委員会委員の
任命について

同
意○○○○○○○○○○○ / ○○○○欠○○○○○○○○○○○

75 加須市公平委員会委員の
選任について

同
意○○○○○○○○○○○ / ○○○○欠○○○○○○○○○○○

議
員　
　

提
出
議
案

2 加須市議会委員会条例の
一部を改正する条例

可
決○○○○○○○○○○○ / ○○○○欠○○○○●●●●○○○
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ここが聞きたい！
市政に対する一般質問

　議員は、定例会において市政全般に対する質問をすることができます。これを「一般質問」といいます。
今定例会では、14人の議員が一般質問を行いました。質問の中から、主なものの要旨を質問者順に
８～11ページへ掲載しました。なお、詳細は会議録やホームページでもご覧いただくことができます。

佐
伯
由
恵
議
員

�

（
日
本
共
産
党
）

○
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
と
子
育

て
支
援
に
つ
い
て

○
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
と
防
災

対
策
つ
い
て

　
大
内
清
心
議
員�

（
公
明
党
）

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
か

ら
市
民
の
命
と
健
康
を
守
る

た
め
に

　
池
田
年
美
議
員�

（
公
明
党
）

○
手
話
言
語
条
例
及
び
推
進

方
針
の
目
的
、
概
要
に
つ
い

て○
災
害
時
の
聴
覚
障
が
い
者

へ
の
情
報
提
供
に
つ
い
て

○
加
須
市
手
話
通
訳
者
派
遣

事
業
に
つ
い
て

○
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

つ
い
て

○
マ
ス
ク
バ
ン
ク
に
つ
い
て

　
森
本
寿
子
議
員�

（
公
明
党
）

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
つ
い
て

○
防
災・減
災
対
策
に
つ
い
て

松
本
英
子
議
員

�

（
日
本
共
産
党
）

○
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
と

同
時
並
行
で
台
風
に
備
え
る

こ
と
に
つ
い
て

原
田
悟
議
員�

（
令
和
会
）

○
加
須
市
台
風
第
19
号
対
応

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

報
告
書（
令
和
２
年
３
月
）か

ら
要
援
護
者
支
援
状
況
に
つ

い
て

○
感
染
症
か
ら
行
政
機
能
を

守
る
た
め
の「
ゾ
ー
ニ
ン
グ
」

の
必
要
性
に
つ
い
て

　
金
子
正
則
議
員�

（
新
政
会
）

○
新
し
い
生
活
様
式
の
中
で
、

小
中
学
校
授
業
の
進
め
方
に

つ
い
て

○
防
災
ラ
ジ
オ
に
つ
い
て

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と

自
然
災
害
の
避
難
対
応

新
井
好
一
議
員�

（
創
政
会
）

○
台
風
第
19
号
の
検
証
結
果

を
受
け
た
今
後
の
防
災
対
策

に
つ
い
て

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
へ
の
今
後
の
備
え
に
つ

い
て

中
條
恵
子
議
員�

（
公
明
党
）

○
防
災
対
策
と
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て

野
中
芳
子
議
員

�

（
改
革
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

○
加
須
市
の
医
療
連
携
に
つ

い
て

○
台
風
第
19
号
対
応
検
証
結

果
に
つ
い
て

　
池
田
裕
美
子
議
員

�

（
改
革
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

○
災
害
と
感
染
症
と
の
複
合

災
害
に
つ
い
て

○
長
期
休
校
後
の
対
応
に
つ

い
て

𠮷
田
健
一
議
員�

（
創
政
会
）

○
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

及
川
和
子
議
員

�

（
日
本
共
産
党
）

○
台
風
に
備
え
る
広
域
避
難

対
策
に
つ
い
て

小
坂
徳
蔵
議
員

�

（
日
本
共
産
党
）

○
学
校
の
安
全
対
策
と
学
級

規
模
に
つ
い
て

○
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
等
と
財
政
支

援
に
つ
い
て

○
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の

活
用
に
つ
い
て

○
国
保
税
・
介
護
保
険
料
の

減
免
に
つ
い
て

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す

る
対
応
と
し
て
、
一
般
質
問
の
発
言
時
間

に
つ
い
て
は
一
人
30
分
ま
で
と
し
ま
し
た
。
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佐
伯　
一
人
10
万
円
の
給
付
金
は
４
月

27
日
を
基
準
日
に
住
民
基
本
台
帳
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
人
が
対
象
と
な
り
、

基
準
日
後
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
は
対

象
外
で
す
。
そ
こ
で
、
新
た
に
子
ど

も
が
生
ま
れ
る
家
庭
を
支
援
す
る
た

め
、
基
準
日
後
か
ら
年
度
内
に
生
ま
れ

た
赤
ち
ゃ
ん
に
、市
が
独
自
に
10
万
円
給

付
す
る
こ
と
を
提
案
し
ま
す
が
考
え

を
お
伺
い
し
ま
す
。

市
長　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
お
い
て
、
子
育
て
世
帯
へ
の
支

援
は
重
要
で
あ
る
と
の
認
識
に
立
ち
、

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
、

絆
サ
ポ
ー
ト
券
の
配
布
等
、
全
庁
体
制

で
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。ご
質
問
の
点
は
、重
々

承
知
し
て
お
り
ま
す
。
状
況
を
見
据
え

な
が
ら
適
切
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

佐
伯　
休
室
と
な
っ
た
学
童
保
育
室

に
対
し
、
財
政
支
援
を
提
案
し
ま
す

が
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

こ
ど
も
局
長　
補
正
予
算
で
予
算
措

置
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

大
内　
３
密
と
な
る
避
難
所
で
感
染
拡

大
を
防
ぐ
た
め
に
、
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
や

発
熱
等
の
あ
る
方
の
専
用
ス
ペ
ー
ス
設
置

等
に
つ
い
て
の
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

こ
ど
も
局
長　
ま
ず
、
自
主
的
広
域
避

難
を
検
討
い
た
だ
く
た
め
の
周
知
や
車

内
で
の
避
難
の
お
願
い
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
避
難
場
所
開
設
前

に
床
へ
２
ｍ
間
隔
の
目
印
を
設
け
る
こ

と
や
、
段
ボ
ー
ル
を
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

と
し
て
活
用
す
る
こ
と
な
ど
を
実
施
い

た
し
ま
す
。
発
熱
等
の
あ
る
方
は
、
隔

離
し
た
専
用
ス
ペ
ー
ス
へ
移
動
し
て
い

た
だ
く
な
ど
対
応
い
た
し
ま
す
。

大
内　
長
期
間
の
休
校
で
子
ど
も
た
ち
の
心

が
不
安
定
に
な
り
、
学
校
再
開
後
、
自
殺
や
不

登
校
が
増
え
る
と
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
心

の
ケ
ア
等
の
取
組
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

学
校
教
育
部
長　
子
ど
も
た
ち
の
心

の
ケ
ア
に
つ
な
が
る
き
め
細
や
か
な

観
察
と
状
況
把
握
、
学
校
全
体
で
の

組
織
的
な
対
応
、
関
係
機
関
と
の
連

携
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
未
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
を
支
え
て
ま
い
り
ま
す
。

池
田　
手
話
は
言
語
で
あ
り
、
重
要
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
で
す
。

し
か
し
、
理
解
や
普
及
は
十
分
で
は
な

い
と
思
い
ま
す
。
誰
も
が
参
加
で
き
る

社
会
を
目
指
す
た
め
に
、
加
須
市
と
も

に
生
き
る
手
話
言
語
条
例
の
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
配
布
す
る
こ
と
に

つ
い
て
の
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

福
祉
部
長　
今
年
度
、
条
例
の
周
知
及

び
手
話
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、

公
共
施
設
へ
の
設
置
や
学
校
、
病
院
等

へ
の
配
布
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

池
田　
市
職
員
が
窓
口
等
で
簡
単
な

会
話
が
で
き
る
程
度
の
手
話
を
身
に

つ
け
る
た
め
の
、
継
続
的
な
研
修
に
つ

い
て
の
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

福
祉
部
長　
新
規
採
用
職
員
研
修
や

部
長
会
議
の
中
で
手
話
研
修
等
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
に
つ
き
ま
し

て
は
、
他
の
職
員
に
も
手
話
を
学
ぶ
機

会
を
広
げ
る
と
と
も
に
、
講
座
に
も
積

極
的
に
参
加
す
る
よ
う
促
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

森
本　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
伴
い
、
外
出
自
粛
要
請
に
よ
り
、

家
庭
ご
み
の
量
が
急
増
し
た
た
め
、
ご

み
収
集
業
者
は
作
業
員
を
増
や
し
、
時

間
外
労
働
を
行
い
、
ま
た
、
一
般
家
庭

ご
み
の
使
用
済
マ
ス
ク
等
か
ら
二
次

感
染
を
防
ぐ
た
め
、
不
足
す
る
マ
ス
ク

や
手
袋
、
消
毒
液
を
準
備
す
る
な
ど
苦

労
さ
れ
た
と
伺
っ
て
い
ま
す
。
予
想
外

の
感
染
防
止
用
品
や
人
件
費
、
燃
料
費

等
の
経
費
が
重
な
っ
た
ご
み
収
集
業

者
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、
考
え
を
お
伺

い
し
ま
す
。

市
長　

ご
み
の
収
集
等
を
委
託
し
て

い
る
業
者
を
構
成
員
と
す
る
加
須
市

環
境
サ
ー
ビ
ス
業
組
合
の
皆
様
と
協

議
を
行
う
中
で
、
作
業
員
の
感
染
防
止

用
マ
ス
ク
が
不
足
し
て
い
る
と
の
要

望
を
受
け
、
マ
ス
ク
を
配
布
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
市
民
の
安

定
的
な
生
活
の
確
保
の
た
め
に
継
続

し
た
ご
み
収
集
が
で
き
る
よ
う
、
必

要
な
支
援
を
、
適
時
・
適
切
に
行
っ
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

基
準
日
後
に
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
に

特
別
定
額
給
付
金
を

佐
伯　
由
恵�

議
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
か
ら

市
民
の
命
と
健
康
を
守
る
た
め
に

大
内　
清
心�

議
員

手
話
言
語
条
例
の

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
作
成
を

池
田　
年
美�

議
員

ご
み
収
集
業
者
へ
の
支
援
を

森
本　
寿
子�

議
員
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松
本　
広
域
避
難
で
は
、
地
域
ご
と
の

避
難
場
所
や
避
難
ル
ー
ト
を
明
確
に

し
、水
害
か
ら
市
民
の
命
を
守
る
た
め
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
説
明
会
を
全
て

の
自
主
防
災
組
織
で
行
う
こ
と
や
、
一

人
で
は
避
難
が
困
難
な
要
援
護
者
の

避
難
に
つ
い
て
は
、
市
と
自
主
防
災
組

織
が
連
携
し
支
援
者
を
見
つ
け
て
い

く
こ
と
で
、
水
害
か
ら
命
を
守
り
、
犠

牲
者
を
出
さ
な
い
地
域
づ
く
り
が
で

き
る
と
提
案
し
ま
す
が
考
え
を
お
伺

い
し
ま
す
。

市
長　
台
風
第
19
号
の
対
応
が
十
分

で
な
か
っ
た
と
い
う
反
省
に
立
ち
、

避
難
場
所
の
考
え
方
、
避
難
経
路
な
ど

に
つ
い
て
検
証
し
、
見
直
し
を
い
た
し

ま
し
た
。
ま
た
、
要
援
護
者
が
ど
う
避

難
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
支
援
を
し
て

い
た
だ
け
る
方
の
把
握
が
大
事
で
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
、

自
治
協
力
団
体
、
自
主
防
災
組
織
等
、

様
々
な
場
を
通
じ
、
で
き
る
だ
け
早
く

説
明
し
、
洪
水
期
に
対
応
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

原
田　
市
役
所
内
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
者
が
認
め
ら
れ
た
場

合
、
除
染
範
囲
は
感
染
者
が
直
接
触
れ

た
場
所
や
、
そ
こ
に
第
三
者
が
触
れ
た

場
合
も
含
め
る
と
市
庁
舎
全
部
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
使
用
す
る

場
所
を
分
け
る
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
す
る

こ
と
で
、
部
分
的
な
除
染
で
済
む
こ

と
に
な
り
ま
す
。
行
政
機
能
を
速
や

か
に
回
復
す
る
準
備
と
し
て
ゾ
ー
ニ

ン
グ
が
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が

考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

総
務
部
長　
市
役
所
内
に
感
染
者
が

認
め
ら
れ
た
場
合
、
除
染
の
た
め
に
一

部
が
閉
鎖
さ
れ
る
事
態
に
な
っ
て
も

市
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の
影
響
を
最
小
限

に
と
ど
め
る
よ
う
努
め
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
具
体
的
に
は
、
本
庁
舎
と

総
合
支
所
間
で
業
務
を
補
完
で
き
る

よ
う
な
体
制
づ
く
り
に
努
め
る
こ
と

や
、
情
報
共
有
ツ
ー
ル
の
活
用
を
徹
底

し
、第
２
波
の
感
染
拡
大
時
期
に
備
え
、

ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
対
策
強
化
を
図
っ
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

金
子　
３
カ
月
の
休
校
か
ら
学
校
が

再
開
さ
れ
ま
し
た
。
長
期
間
の
休
み
明

け
は
急
な
生
活
の
変
化
に
子
ど
も
た

ち
が
不
安
に
な
り
や
す
い
時
期
で
す
。

外
出
の
自
粛
、
学
習
の
遅
れ
な
ど
様
々

な
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
、
楽
し
み
に
し
て

い
た
行
事
の
延
期
や
中
止
、
縮
小
の
中

で
子
ど
も
同
士
の
触
れ
合
い
が
減
り
、

不
安
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
と
思

い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
心
の
サ
ポ
ー

ト
が
必
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
考

え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

教
育
長　
子
ど
も
同
士
が
互
い
に
関

わ
り
合
う
中
で
仲
間
意
識
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
学
校
に
お
け
る

「
新
し
い
生
活
様
式
」
の
在
り
方
を
踏

ま
え
、
欠
か
せ
な
い
行
事
や
体
験
活
動

に
つ
い
て
は
、
や
り
方
を
工
夫
し
て
実

施
す
る
よ
う
、
学
校
を
指
導
し
て
ま
い

り
ま
す
。ま
た
、こ
れ
ま
で
以
上
に
一
人

一
人
に
目
を
配
り
、
寄
り
添
う
と
と

も
に
学
校
内
外
の
専
門
職
員
、
教
育

セ
ン
タ
ー
等
の
関
係
機
関
を
活
用
し
、心

の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

新
井　

昨
年
の
台
風
第
19
号
発
生
の

際
、
事
前
に
様
々
な
訓
練
や
地
域
説
明

会
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
大
き
な
混

乱
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
検
証
内
容
を

ど
の
よ
う
に
情
報
共
有
す
る
の
か
と

い
う
課
題
に
つ
い
て
、
最
大
限
の
工
夫

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
も
災
害
の
危
険
性
が
高
い
北
川
辺

地
域
に
つ
い
て
、
市
民
と
の
情
報
共
有

は
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
と
の
視
点

か
ら
お
伺
い
し
ま
す
。

北
川
辺
総
合
支
所
長　

台
風
第
19
号

の
教
訓
の
下
、
具
体
的
な
広
域
避
難
行

動
を
共
に
認
識
し
、
水
害
時
に
全
地
域

住
民
が
避
難
で
き
る
体
制
を
整
え
る

こ
と
が
、
最
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
。
大
き
く
変
更
と

な
る
避
難
情
報
の
発
令
基
準
、
具
体
的

な
避
難
先
の
見
直
し
の
内
容
に
つ
い

て
、
７
月
の
広
報
紙
に
合
わ
せ
チ
ラ
シ

の
配
布
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、

自
主
防
災
組
織
や
自
治
会
主
催
で
の

出
前
講
座
等
の
要
望
に
応
じ
、
丁
寧
な

説
明
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

広
域
避
難
に
よ
る

台
風
対
策
は松

本　
英
子�

議
員

感
染
症
か
ら
行
政
機
能
を
守
る

た
め
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
考
え
は

原
田　
悟�

議
員

子
ど
も
た
ち
の
心
の
サ
ポ
ー
ト
の

考
え
は

金
子　
正
則�

議
員

台
風
第
19
号
検
証
結
果
の

市
民
と
の
情
報
共
有
を　

新
井　
好
一
議
員
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防
災
ラ
ジ
オ
活
用
の
考
え
は

中
條　
恵
子�

議
員

今
後
の
地
域
医
療
連
携
の
考
え
は

野
中　
芳
子�

議
員

自
主
的
な
広
域
避
難
計
画
の

推
奨
の
考
え
は

池
田　
裕
美
子�

議
員

不
審
メ
ー
ル
へ
の
対
応
は

𠮷
田　
健
一�

議
員

中
條　
市
で
は
避
難
情
報
の
伝
達
手

段
と
し
て
、
希
望
す
る
世
帯
に
防
災
ラ

ジ
オ
の
配
布
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
ま

た
、
国
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
向
け
た
情
報
伝
達
の
強

化
に
向
け
、
防
災
ラ
ジ
オ
の
配
備
に
つ

い
て
補
正
予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

防
災
ラ
ジ
オ
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
抑
制
に
向
け
、
関
連

す
る
情
報
な
ど
を
確
実
に
伝
達
す
る

と
い
う
活
用
が
で
き
る
と
思
い
ま
す

が
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

環
境
安
全
部
長　
防
災
ラ
ジ
オ
は
６
月

19
日
現
在
27
・５
％
の
申
請
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
と
し
て
、
平
時
の
感
染

予
防
と
防
災
行
政
無
線
と
連
動
し
た

呼
び
掛
け
、
水
害
時
の
自
主
避
難
と

し
て
親
類
宅
や
知
人
宅
、
ホ
テ
ル
等

へ
の
避
難
、
避
難
場
所
の
駐
車
場
内

で
の
待
機
の
呼
び
掛
け
、
避
難
前
の

健
康
状
態
確
認
や
、マ
ス
ク
、体
温
計
、

消
毒
液
等
の
持
参
の
呼
び
掛
け
等
に

活
用
で
き
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

野
中　
済
生
会
加
須
病
院
が
開
院
す
る

こ
と
で
、
市
内
の
か
か
り
つ
け
医
と
の

地
域
連
携
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
で

し
ょ
う
か
。ま
た
、医
療
診
断
セ
ン
タ
ー

と
済
生
会
加
須
病
院
の
機
能
が
重
複
す

る
点
が
あ
る
た
め
、
市
、
医
師
会
、
済

生
会
病
院
の
三
者
で
協
議
す
る
と
し
て

い
ま
す
が
、
協
議
経
過
と
役
割
分
担
さ

せ
る
こ
と
へ
の
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

市
長　
済
生
会
加
須
病
院
の
開
院
に
よ

り
、
こ
の
地
域
の
医
療
体
制
は
大
き
く

向
上
す
る
と
考
え
ま
す
。
一
方
、
在
宅

当
番
医
等
の
初
期
救
急
医
療
は
、
こ
れ

ま
で
ど
お
り
、
か
か
り
つ
け
医
を
支
援

す
る
こ
と
で
、
済
生
会
と
か
か
り
つ
け

医
が
連
携
、
機
能
分
担
し
、
市
民
の
命

と
健
康
を
守
る
た
め
の
役
割
を
果
た
し

て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
医
療
診
断
セ
ン
タ
ー
の
位
置
づ

け
を
含
め
た
市
の
医
療
体
制
の
方
向
性

を
示
す
地
域
医
療
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
成
中

で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
関
係
機
関
と
十
分

協
議
し
遺
漏
な
く
展
開
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

池
田　

避
難
所
の
収
容
可
能
人
数
を

２
万
７
千
人
分
確
保
し
て
も
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
併
せ

て
行
う
と
、
７
千
人
に
絞
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
現
在
の
課
題
は
、
自
主
的
広

域
避
難
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
新

し
い
避
難
誘
導
策
で
す
。
自
主
的
広
域

避
難
が
可
能
な
家
庭
で
は
計
画
を
作

成
し
、
市
が
調
査
・
把
握
し
て
お
く
と

い
う
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
避
難

援
助
の
目
詰
ま
り
防
止
に
も
な
る
と

思
い
ま
す
が
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

環
境
安
全
部
長　

避
難
情
報
発
令
の

タ
イ
ミ
ン
グ
の
課
題
に
対
し
、
新
た
に

自
主
的
広
域
避
難
情
報
の
発
令
を
設

け
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ
の
発
令
に

併
せ
て
、
ご
提
案
の
家
庭
で
作
成
す
る

自
主
的
広
域
避
難
計
画
を
活
用
し
て

い
た
だ
き
、
早
い
時
点
で
避
難
い
た
だ

け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
が
、
あ
く
ま
で
も

自
主
的
な
計
画
で
す
の
で
、
市
と
し
て

は
こ
れ
を
確
認
し
、
避
難
先
で
の
安
否

確
認
等
の
避
難
対
策
を
講
じ
る
こ
と

ま
で
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

𠮷
田　
加
須
市
と
本
庄
市
の
幼
稚
園
、

保
育
園
及
び
学
童
施
設
な
ど
に
爆
薬

を
仕
掛
け
た
と
の
嫌
が
ら
せ
を
ほ
の

め
か
す
メ
ー
ル
が
本
庄
市
に
届
き
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
内
容
の
件
は
、

騒
が
せ
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
今
後
、

同
じ
よ
う
な
メ
ー
ル
等
が
送
ら
れ
て

き
た
場
合
の
対
応
に
つ
い
て
お
伺
い

し
ま
す
。

環
境
安
全
部
長　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
普
及
な
ど
も
あ
り
、
爆
破
予
告
な
ど

悪
質
な
事
例
が
見
受
け
ら
れ
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
悪
質
な
い
た
ず
ら
と
は
い

え
、「
万
が
一
」
の
事
態
も
想
定
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
備
え
た
対
応
が

必
要
で
あ
り
ま
す
。
緊
急
対
処
事
態
に

対
す
る
危
機
管
理
は
、
各
施
設
管
理
者

で
あ
ら
か
じ
め
作
成
し
て
お
り
ま
す

危
機
管
理
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
に
基

づ
き
、
対
応
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
今
後
も
警
察
等
の
関
係
機
関
と
十

分
に
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
市
民
の

命
を
守
る
、
安
全
を
確
保
す
る
と
い
う

こ
と
で
対
応
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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防
災
ラ
ジ
オ
の
申
請
と

広
域
避
難
対
策
は

及
川　
和
子�

議
員

病
院
経
営
を
救
う
た
め
の

財
政
支
援
の
考
え
は

小
坂　
徳
蔵�

議
員

及
川　
北
川
辺
地
域
に
お
け
る
防
災

ラ
ジ
オ
の
申
請
率
は
、
自
治
会
加
入
世

帯
が
75
％
、
未
加
入
世
帯
が
23
・
１
％

と
の
こ
と
で
す
。
情
報
を
正
確
に
迅
速

に
伝
え
る
た
め
に
未
加
入
世
帯
の
方

に
も
申
請
を
促
し
、
災
害
に
備
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
自
治
会
ご
と

の
避
難
所
と
避
難
ル
ー
ト
を
決
め
、
台

風
の
時
期
ま
で
に
説
明
、
周
知
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
考
え
を
お

伺
い
し
ま
す
。

北
川
辺
総
合
支
所
長　
自
治
会
未
加
入

世
帯
に
つ
き
ま
し
て
は
、
公
共
施
設

や
地
域
の
皆
様
が
利
用
す
る
ご
み
集

積
所
、
病
院
等
、
市
民
の
皆
様
の
身
近

な
場
所
で
周
知
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
避
難
場
所
に
つ
き
ま
し
て

は
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
約

２
割
が
親
戚
や
知
人
の
家
等
に
避
難

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
北
川
辺
地
域
住

民
の
約
８
割
の
方
が
避
難
で
き
る
よ

う
加
須
地
域
内
に
19
箇
所
設
定
い
た

し
ま
し
た
。
防
災
ラ
ジ
オ
の
普
及
と
同

様
に
周
知
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

小
坂　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
に
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
る

病
院
ほ
ど
、
経
営
が
悪
化
す
る
大
変
な

事
態
で
す
。
今
度
は
第
２
波
の
感
染
拡

大
に
備
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
病
院

の
経
営
を
救
う
た
め
に
西
山
救
急
ク

リ
ニ
ッ
ク
、
済
生
会
加
須
病
院
の
工
事
が

始
ま
っ
て
い
る
済
生
会
に
対
し
て
、
市

と
し
て
財
政
支
援
が
必
要
で
あ
る
と

思
い
ま
す
が
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

市
長　
ま
ず
は
、
国
・
県
に
相
応
の
支

援
を
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

西
山
救
急
ク
リ
ニ
ッ
ク
か
ら
は
、
防
護

服
や
マ
ス
ク
が
不
足
し
て
い
る
と
の
要

望
を
受
け
、
こ
れ
ら
を
配
布
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
済
生
会
に
つ

き
ま
し
て
は
、
医
療
圏
と
し
て
考
え
て

い
く
必
要
が
あ
り
、
大
事
な
中
核
病
院

で
あ
る
こ
と
か
ら
、十
分
な
対
応
を
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
の
と
こ
ろ
、
ど
ち
ら
か
ら
も
財
政
的

な
支
援
が
必
要
な
旨
の
話
は
伺
っ
て
お

り
ま
せ
ん
が
、
状
況
を
把
握
し
な
が
ら

必
要
な
対
応
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

第２回定例会　会期日程

６．15（月） 
６．18（木） 
６．19（金） 
６．22（月） 
６．25（木） 
６．30（火）

本会議
本会議（議案質疑）
本会議（一般質問）
本会議（一般質問）
常任委員会
本会議

　本会議場における新型コロナウイルスの感
染を予防するため、説明員については、市長、
副市長、教育長、その他議案や一般質問等に
関係する説明員（部長等）のみの出席とし、
出席しない説明員は、本庁舎の説明者控室や
庁議室等のモニター又はパソコンで本会議を
視聴するものとしました。

新型コロナウイルス対応に係る
本会議の出席者について

医療従事者をはじめエッセンシャルワーカー
の皆様へ感謝の拍手を送りました
　加須市議会は、令和２年第２回定例会最終日の６
月30日の議会閉会後に、新型コロナウイルス感染拡
大防止に尽力している医療従事者をはじめエッセン
シャルワーカーの皆様へ、感謝と敬意の気持ちを表
すため、議員及び市長をはじめ市の幹部職員一同で
拍手を送りました。
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第１回臨時会
　

主
な
議
案
の
一
部
を
紹
介
し

ま
す
。

・
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
活
用
事
業

�

（
９
億
９
８
０
万
３
千
円
）

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
多
様

な
学
習
を
取
り
入
れ
る
た
め
、

市
立
小
中
学
校
の
全
児
童
生
徒

一
人
一
人
に
対
し
て
、
学
習

用
パ
ソ
コ
ン
を
整
備
す
る
た

め
の
経
費
で
す
。

・
特
別
定
額
給
付
金
事
業

議
員　

定
額
給
付
金
の
申
請

書
に
受
給
を
希
望
し
な
い
場

合
の
チ
ェ
ッ
ク
欄
が
あ
り
ま
す
。

錯
誤
し
な
い
た
め
の
注
意
喚

起
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

経
済
部
長　

特
別
定
額
給
付

金
申
請
に
お
け
る
市
独
自
の

「
記
入
上
の
注
意
」
を
作
成
し

て
、
書
類
郵
送
の
際
に
同
封

し
、
チ
ェ
ッ
ク
欄
に
つ
い
て

の
注
意
喚
起
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
誤
っ
て
チ
ェ
ッ
ク

を
記
入
し
た
場
合
等
に
つ
き

ま
し
て
は
、
申
請
者
か
ら
の

申
請
書
の
取
り
下
げ
、
再
申

請
に
よ
り
、
改
め
て
給
付
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
子
育
て
世
帯
へ
の
ち
ょ

こ
っ
と
お
た
す
け
絆
サ
ポ
ー

ト
券
配
布
事
業

議
員　

子
育
て
と
地
域
経
済

を
結
び
つ
け
る
支
援
の
内
容

に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

こ
ど
も
局
長　

児
童
手
当
、

児
童
扶
養
手
当
、
就
学
援
助

受
給
対
象
児
童
及
び
、
医
療

的
ケ
ア
児
を
含
む
障
害
児
福

祉
手
当
受
給
対
象
児
童
を
対

象
に
、
ち
ょ
こ
っ
と
お
た
す

け
絆
サ
ポ
ー
ト
券
を
児
童
一

人
に
つ
き
１
万
円
分
を
配
布

す
る
も
の
で
、
重
複
し
て
も

支
給
す
る
こ
と
と
し
、
子
育

て
世
帯
へ

の
支
援
と

市
内
商
店

街
の
活
性

化
を
図
る

も
の
で
す
。

　

令
和
２
年
第
１
回
臨
時
会

が
、５
月
21
日
に
開
か
れ
ま
し

た
。
本
臨
時
会
に
お
き
ま
し

て
は
、
市
長
提
出
議
案
12
件

を
審
査
し
、
２
件
を
原
案
可

決
、10
件
を
承
認
し
ま
し
た
。

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て（
令
和
２
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
））

令
和
２
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
２
号
）　

令
和
２
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

議
案
に
対
す
る
質
疑

見本
※新型コロナウイルス感染症に対する対応として、質疑は各会派の代表者が行うものとし、発言時間については１会派当たり30分までとしました。

事業名（予算額） 内容 対象 支給額等

生活困窮者住居確
保給付事業

（792万円）

経済的に困窮し、住居を失
う恐れのある方に、住居及
び就労機会の確保を目的に
家賃相当額を支給

離職、廃業から２年以内
又は新型コロナウイルス
感染症の影響による休業
を余儀なくされている方等

37,000円～
58,000円（世帯
人数により異な
る）

子育て世帯への
ちょこっとおたすけ
絆サポート券配布
事業

（1億8,266万4,000円）

市民生活の安定と地域経
済の活性化のため、「ちょ
こっとおたすけ絆サポート
券」を配布

児童手当受給対象児童、児
童扶養手当受給対象児童、
就学援助受給対象児童、障
害児福祉手当受給対象児童

（医療的ケア児含）

対象受給項目ご
とに児童１人につ
き「ちょこっとお
たすけ絆サポート
券」１万円を配布

がんばる事業所応
援事業

（1億216万3,000円）

地域経済の活性化のた
め、厳しい経営環境に直
面している事業者に、給
付金を給付

事業収入で前年同月比
30％以上50％未満に減収
した事業者

１事業者10万円

かぞエール飯事業
（1,604万8,000円）

市民生活の安定と地域経
済の活性化のため、「ちょ
こっとおたすけ絆サポート
券」を贈呈

市内飲食店を10回利用
した方

先 着 2 , 0 0 0 名 に
5,000円分の「ちょ
こっとおたすけ絆
サポート券」を贈呈

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
関
連
事
業
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議案
番号 議案名

市　

長　

提　

出　

議　

案

5３ 専決処分の承認を求めることについて（加須市税条例等の一部を改正する条例）
54 専決処分の承認を求めることについて（加須市都市計画税条例の一部を改正する条例）
55 専決処分の承認を求めることについて（加須市国民健康保険税条例の一部を改正する条例）
56 専決処分の承認を求めることについて（加須市介護保険条例の一部を改正する条例）
57 専決処分の承認を求めることについて（加須市税条例の一部を改正する条例）
58 専決処分の承認を求めることについて（加須市都市計画税条例の一部を改正する条例）
59 専決処分の承認を求めることについて（令和２年度加須市一般会計補正予算（第１号））

60 専決処分の承認を求めることについて（令和２年度加須市国民健康保険事業特別会計補正
予算（第１号））

61 専決処分の承認を求めることについて（加須市国民健康保険条例の一部を改正する条例）

62 専決処分の承認を求めることについて（加須市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正
する条例）

6３ 令和２年度加須市一般会計補正予算（第２号）
64 令和２年度加須市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）

令和２年第１回臨時会　議案の審議結果
●全議員が賛成した議案

・
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
活
用
事
業

議
員　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
早
め
た

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
お

伺
い
し
ま
す
。

学
校
教
育
部
長　
令
和
２
年

度
に
実
施
予
定
の
小
中
学
校

情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環

境
設
備
の
整
備
に
加
え
、
当

初
、
令
和
５
年
度
末
ま
で
に

整
備
予
定
で
あ
っ
た
端
末
整

備
計
画
を
前
倒
し
し
、
令
和

２
年
度
中
に
市
立
小
中
学
校

の
全
児
童
生
徒
へ
の
整
備
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
回
の
補
正
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
関
連
す
る
も
の
で
す
が
、

そ
の
終
息
に
は
、
長
く
か
か

る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

市
と
し
て
感
染
予
防
、
生
活

支
援
、
事
業
者
支
援
の
３
つ

の
柱
で
対
応
す
る
と
の
こ
と

で
あ
り
、
積
極
的
に
取
り
組

む
こ
と
を
申
し
上
げ
、
本
案

に
賛
成
す
る
も
の
で
す
。

　

元
気
は
つ
ら
つ
介
護
予
防

事
業
は
、外
出
自
粛
に
伴
い
、

体
を
動
か
す
機
会
が
減
っ
て

し
ま
っ
た
高
齢
者
の
フ
レ
イ

ル
予
防
の
た
め
の
も
の
で
も

あ
り
ま
す
。
転
倒
無
止
体
操

の
テ
レ
ビ
埼
玉
で
の
放
映
や
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
全
戸
配
布

に
よ
り
高
齢
者
に
限
ら
ず
、

家
族
で
楽
し
め
て
健
康
を
維

持
で
き
る
こ
と
は
有
意
義
で

あ
る
と
評
価
で
き
る
こ
と
か

ら
、
本
案
に
賛
成
す
る
も
の

で
す
。

議
案
に
対
す
る
討
論

令
和
２
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
２
号
）　

賛
成
討
論

賛
成
討
論

令
和
２
年
度
介
護
保
険
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

第１回臨時会
・
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

予
防
対
策
事
業

議
員　

医
療
体
制
を
地
域
で

整
備
し
て
い
く
こ
と
に
つ
い

て
お
伺
い
し
ま
す
。

市
長　

医
療
の
崩
壊
を
招
か

な
い
た
め
に
も
様
々
な
支
援

を
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
加
須
医

師
会
長
や
北
埼
玉
郡
市
医
師

会
長
と
協
議
を
行
い
、
マ
ス
ク

の
提
供
や
消
毒
液
の
配
布
等

必
要
な
も
の
に
つ
い
て
随
時
支

援
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
市
の
医
療
体
制
を
守

る
た
め
、
患
者
さ
ん
の
受
診
状

況
も
よ
く
注
視
し
な
が
ら
、

支
援
を
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

・
が
ん
ば
る
事
業
所
応
援
事
業

議
員　

申
請
が
１
０
０
０
件

を
超
え
た
場
合
の
対
応
に
つ

い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

経
済
部
長　

影
響
を
受
け
た

事
業
者
へ
の
支
援
は
緊
急
を

要
し
、
よ
り
多
く
の
対
象
事

業
者
へ
の
支
援
が
必
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
申
請
状
況
等

を
勘
案
し
、
適
切
に
対
応
し

て
ま
い
り
ま
す
。

※議長は表決に加わりません。
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　７月６日（月）、本会議場において、第２期加
須市議会モニターとの意見交換会を開催し、市
議会の運営等に関して、要望や提言など様々な
ご意見をいただきました。
　当日は、市議会モニター７名と議会運営委員
会委員８名のほか、議長、副議長及び傍聴議員
の計29名が参加しました。

第２期加須市議会モニターとの意見交換会を開催

主な意見等 対応
傍聴席での手話通訳者の位置の確保等、配慮が必要ではないか。 検討課題とさせていただき

ます。
本会議及び委員会では、新型コロナウイルス感染症対策が講じら
れていて安心して傍聴できたが、間隔をとるための傍聴席のテー
プによる着席不可は、冷淡なイメージで、荷物も置けないため案
内カードを置くなど工夫していただきたい。

９月の定例会に向けて、案
内表示に変更させていただ
きました。

市議会ホームページも充実し、議会もオンライン傍聴ができるよ
うになったが、それらにアクセスできない市民も多くいると聞く
ので、今後も引き続き市議会だよりによる丁寧な情報発信をお願
いしたい。

今後とも市議会だよりによ
る分かりやすい情報発信に
も努めてまいります。

議長、副議長が交代したが、ホームページの新着情報に掲載した
ほうが分かりやすいのではないか。

市議会のホームページの新着情
報に掲載させていただきました。

※その他の意見等及び対応については、加須市議会のホームページをご覧ください。

内
うち

田
だ

　美
よし

行
ゆき

氏（南大桑）　倉
くら

田
た

　有
ゆ

希
き

氏（岡古井）
鈴
すず

木
き

　一
かず

男
お

氏（騎西）　　瀧
たき

川
がわ

　一
かず

夫
お

氏（中央）
松
まつ

井
い

　慈
いつ

子
こ

氏（花崎北）　横
よこ

塚
つか

　公
きん

一
いち

氏（柳生）
梅
うめ

山
やま

　要
よう

市
いち

氏（中渡）　　高
たか

木
ぎ

　民
たみ

男
お

氏（外川）
井
いの

上
うえ

　明
あき

子
こ

氏（花崎北）　早
はや

水
みず

　大
だい

輔
すけ

氏（北小浜）
村
むら

田
た

　秀
ひで

子
こ

氏（外川）
※任期　令和２年７月12日から１年間

　７月10日（金）、全員協議会室において、市議会の運営等に関し、要望、提言などをいただく
ため、公募及び各種団体等から推薦された11名の市民の方に市議会モニターを委嘱しました。

第３期加須市議会モニターを委嘱

柿沼秀雄議長から委嘱状を交付

・会議（非公開で行われるものを除く。）を傍聴し、当該会議の運営に関する
　意見等を文書（電子メールを含む。）により提出します。
・かぞ市議会だより及び市議会ホームページに関する意見等を文書により提出
　します。
・議長が依頼した市議会の運営に関する調査事項に回答します。
・市議会議員と１年に１回以上意見交換会を行います。

職務内容
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視察経費等を新型コロナウイルス感染症対策の財源に
　加須市議会は、新型コロナウイルス感染症対
策のため、令和２年度における議会運営委員会
の行政視察等を中止することを決定し、６月
24日（水）、行政視察経費等の削減額164万９千
円を新型コロナウイルス感染症対策の財源とす
るよう、大橋良一市長に要請しました。

　
請
願
・
陳
情
は
、
市
民
の
皆
様
が
市

政
に
対
す
る
意
見
や
要
望
を
議
会
に
提

出
で
き
る
制
度
で
す
。
提
出
さ
れ
た
請

願
・
陳
情
は
、
議
会
運
営
委
員
会
に
お

い
て
内
容
を
審
査
し
、
必
要
に
応
じ
、

所
管
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
常
任
委
員
会
で

慎
重
に
審
査
さ
れ
、本
会
議
で「
採
択
」、

「
不
採
択
」
を
決
定
し
ま
す
。

　

市
議
会
へ
の
請
願
の
提
出
は
、
次
の

要
領
で
お
願
い
し
ま
す
。

①
請
願
書
の
提
出
に
は
、
加
須
市
議
会

議
員
１
人
以
上
の
紹
介
が
必
要
で

す
。
請
願
書
の
表
紙
に
紹
介
議
員
１

人
以
上
の
署
名
ま
た
は
記
名
押
印
を

し
て
く
だ
さ
い
。

②
請
願
書
に
は
、
件
名
、
要
旨
、
理
由
、

提
出
年
月
日
及
び
請
願
者
の
住
所
・
氏

　

名
を
記
載
し
て
押
印
し
て
く
だ
さ
い
。

※
団
体（
法
人
）の
場
合
は
、所
在
地
、団

体
名
、
代
表
者
の
役
職
名
及
び
氏
名

③
請
願
者
が
複
数
に
よ
る
連
署
の
場
合

は
、
代
表
者
を
決
め
て
提
出
し
て
く

請
願・陳
情
の
提
出
に
つ
い
て

請
　
　
　
願

だ
さ
い
。

④
道
路
、
河
川
等
場
所
に
関
す
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
案
内
図
等
を
必
ず
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
定
例
議
会
開
催
初
日
の
７
日
前
正
午

ま
で
に
、
議
会
事
務
局
に
ご
提
出
く

だ
さ
い
。

　

市
議
会
へ
の
陳
情
の
提
出
は
、
次
の

要
領
で
お
願
い
し
ま
す
。

①
陳
情
書
に
は
、件
名
、要
旨
、理
由
、提

陳
　
　
　
情

○○○○○に関する請願書

　紹介議員
　　○　○　○　○　㊞

件名　○○○に関する請願
要旨　＿＿＿＿＿＿＿＿＿
理由　＿＿＿＿＿＿＿＿＿

　以上、地方自治法第124条
の規定により請願いたします。

令和　年　月　日

請願者（代表）
　住所　○○○○○○
　氏名　○ ○ ○ ○ ㊞

加須市議会議長
　○　○　○　○　様

〈表　紙〉〈内　容〉

《請願書記載例》

出
年
月
日
及
び
陳
情
者
の
住
所
・
氏

名
を
記
載
し
て
押
印
し
て
く
だ
さ
い
。

※
団
体（
法
人
）の
場
合
は
、所
在
地
、団

体
名
、
代
表
者
の
役
職
名
及
び
氏
名

②
陳
情
者
が
複
数
に
よ
る
連
署
の
場
合

は
、
代
表
者
を
決
め
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

③
道
路
、
河
川
等
場
所
に
関
す
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
案
内
図
等
を
必
ず
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。

④
定
例
議
会
開
催
初
日
の
７
日
前
正
午

ま
で
に
、
議
会
事
務
局
に
ご
提
出
く

だ
さ
い
。

○○○○○に関する陳情書

件名　○○○に関する陳情
要旨　＿＿＿＿＿＿＿＿＿
理由　＿＿＿＿＿＿＿＿＿

令和　年　月　日

陳情者（代表）
　住所　○○○○○○
　氏名　○ ○ ○ ○ ㊞

加須市議会議長
　○　○　○　○　様

〈表　紙〉〈内　容〉

《陳情書記載例》
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今
号
は
、
令
和
２
年
第
１

回
臨
時
会
、
第
２
回
定
例
会

の
合
併
号
で
、
と
も
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

対
す
る
感
染
予
防
・
生
活
支

援
・
事
業
者
支
援
を
迅
速
か

つ
適
切
で
、
一
体
的
に
取
り

組
む
事
業
の
審
議
で
し
た
。

本
市
の
独
自
事
業
も
あ
り
、

「
住
み
続
け
た
い
、
住
ん
で

み
た
い
、
安
心
・
快
適
な
加

須
市
づ
く
り
」
の
実
現
に
沿

う
事
業
で
す
。
次
に
計
画
さ

れ
る
補
正
予
算
事
業
も
適
切

に
滞
り
が
な
い
よ
う
、
慎
重

審
議
い
た
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
で
、

私
た
ち
の
審
議
の
様
子
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
今
年
も
水
害
が
心

配
な
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

家
族
・
近
所
で
「
水
害
時
の

避
難
」
に
つ
い
て
お
話
を
し

ま
せ
ん
か
。
き
っ
と
大
切
な

家
族
で
の
決
ま
り
事
が
出
来

上
が
る
は
ず
で
す
。

（
編
集
委
員　

原
田　

悟
）

編
　
集
　
後
　
記

委員長　小林利一　副委員長　金子正則

委　員　池田裕美子　佐伯由恵　原田　悟　𠮷田健一　池田年美　山下雄希

市議会だより編集委員会

加須市議会本会議、委員会等の傍聴者の皆様へ
　令和２年第３回定例会は、９月１日から10月１日までの日程で行われます。
　本定例会を傍聴する場合には、新型コロナウイルス感染症の拡大を防止するとともに感染を
予防するため、次のとおりお願いいたします。

　傍聴する場合には、次のとおりお願いします
①入口にある消毒液で手を消毒してください。
②マスクを着用してください。
③傍聴席の座席は、１つおきに離れて座ってください。

　次の場合には、傍聴できません
①息苦しさ（呼吸困難）、強いだるさ（倦怠感）、高熱等の強い症状のいずれかがある場合
②重症化しやすい方で、発熱や咳などの比較的軽い風邪の症状がある場合
③上記以外の方で、発熱や咳などの比較的軽い風邪の症状が続く場合
④その他、ご自身の症状に不安がある場合

※インターネットで本会議のライブ中継・録画中継を実施していますので、ご覧ください。

加須市議会　中継

ライブ中継と
録画中継でご覧になれます。
ぜひ、ご覧ください。

本
会
議
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
中
継


